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球

談

叢

紀
伊
水
道
津
浪
の
古
記
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(1)

如

舟

老

人

紀
伊
水
泡
の
海
底
に
起
る
地
震
に
は
往
々
津
浪
を
件

ひ
紀
伊
阿
披
及
び
研
摩
和
泉
の
沿
岸
に
大
損
害
を
典

へ

ー花
が
そ
の
正
確
L=6記
銘
に
乏
し
-
'
殊
に
貿
永
浮
浪
に

関
す
る
材
料
の
赦
す

ベ
dTTJも
の
は
紀
州
田
蓮
藩
田
所
氏

の
記
銘
だ
け
が
大
日
本
地
質
史
料
に
牧
歌
さ
れ
て
る
に

過
ぎ
ぬ
O
こ
の
頃
大
阪
鹿
田
書
林
か
ら
『開
窓
茶
話
』
ビ

題
す
る
小
冊
子
を
牡
て
初
め
て
有
田
都
路
浅
関
内
の
常

時
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
｡

奥
番
に
よ
れ
ば
こ
の
苔
の
著
者
は
同
郡
廃
村
の
青
田

豊
林
に
て
嘉
永
五
年
壬
子
冬
十

7
月

一
口
の
日
附
が
あ

わ
'
そ
の
.全
文
は
左
の
如
し
｡

質
永
四
年
丁
亥
冬
十
月
四
日
虞
沿
注
に
あ
-
し
こ
k)

第
四
容
.

節

一
敏

文

七
･<

人
々
い
ひ
侍
ふ
と
い
へ
>,/J
も
'
其
詳
な
る
こ
AJJ
を
聞
-

こ
と
を
得
ざ
わ
し
が
､
頃
ろ
腐
栗
山
氏
に
其
記
駄
あ
-

て
其
詳
説
を
見
る
こ
と
を
得
た
-
Q
釆
山
武
の
老
人
長

之
右
衛
門
至
芸
は
予
妻
の
親
父
に
て
予
も
又
識
る
に
及

べ
-
｡
其
老
人
の
慈
母
廿
五
歳
の
侍
に
て
有
し
三
H
.

遺
託
云
｡

英
日
は
好
天
気
に
て
小
六
月
･/J
も
可
謂
日
和
に
て
あ

わ
し
が
'
に
わ
か
に
大
地
震
し
て
地
も
破
裂
に
萱
-
衣

な
で
も
倒
る
ゝ
程
に
て
'
誰
言
ふ
.,J
な
-
高
狼
あ
が
る

と
て
老
幼
家
物
を
所
縁
の
方

へ
あ
づ
-
る
人
も
多
か
-

き
○既

に
午
の
刻
に
萱
JJnす
わ
高
沢
と
ま
駄
ぎ
､
湊
蓮
の

粟
は
烏
の
森
通
り
を
走
-
西
の
丁
速
は
八
幡
の
段
え
走

ゎ
LJ
･C,L
が
'
最
早
川
筋
を
根
上
-
て
段
え
上
る
こ
yJ

不
叶
｡
そ
の
比
安
楽
寺
は
姓
立
あ
っ
て
三
四
年
な
れ
ば

人
々
た
し
か
に
恩
ひ
此
寺
へ
逃
入
-
堂
上
に
狼
を
避
る

こ
ビ
移
し
｡

7
番
浪
よ
-
は
二
番
漁
高
L
Q
節
々
ビ
し
て
凍
る
を

以
て
善
走
る
も
の
は
狼
を
負
で
免
る
ゝ
を
得

べ
し
｡
其

去
る
こ
ピ
至
で
は
げ
し
-

1
番
ビ
二
番
ど
の
問
に
烏
の



森
よ
-1
八
幡
の
段
え
鼓
～,h行
}J
て
鳥
非
下
に
て
引
波
に

強
取
ら
れ
し
者
有
し
竺

fG
o
二
番
狼
の
高
か
-
L
に
て

安
生
寺
の
堂
鏡
螺
も
引
倒
さ
れ
移
き
人
を
失
せ
-
｡
贋

の
地
而
凸
な
れ
ば
酒
屋
勝
助
の
家
は
床
迄
池
上
-
'
栗

山
戊
は
筆
よ
旦

二
尺
高
-
上
-
た
-
o
狼
は
谷
の
淵
迄

行
I/)
11A
｡

湯
浅
は
廃
よ
り
軽
し
.
盛
れ
''F/J
も
新
屋
激
賞
町
に
は

死
人
あ
り
0
中
町
大
坂
屋
三
石
衛
門
の
宅
は
あ
っ
ら
石

迄
浪
上
-
し
な
-
0
川
通
-
ほ
別
所
柑
迄
上
-
家
三
軒

流
失
す
.
楢
原
相
は
助
痩
よ
-
唯
L
I
少
し
破
損
あ
-
0

田
村
は
何
事
も
な
し
.
簡
虞
相
は
除
ほ
で
池
上
-
流
失

の
家
あ
-
死
人
L･.
L
Q
唐
尾
も
画
展
ビ
同
じ
.
白
木
小

浦
同
じ
｡

三
番
預
は
小
さ
-
物
を
寄
せ
ず
｡

其
花
は
芯
な
き
家
も
男
子
な
き
宅
は
其
ま
～
逃
去
-

し
ま
り
も
せ
ず
見
廻
り
･の
人
L･i
け
れ
ぼ
濃
膿
に
家
財
を

欠
も
の
多
し
三
石
｡
家
洗
亡
し
て
足
を
託
す
る
と
こ
ろ

だ
き
ち
の
は

あ
よ
-
段
の
FT
へ
慣
長
屋
を
建
さ
せ
常

任
せ
し
め

一
人
に
変
相
倉
づ
ゝ
十
月
十
九
日
よ
-
捕

ふ
'
且
摸
軍
打n
JJ
も
賜
-
艦
糸
造
る
0

紀
伊
水
泡
枠
艇
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有
配
紘

贋
西
の
汲
声

(兼
証
披
月
長
さ
宵
二
十
問
横
脚
十
三

聞
)
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高
浪
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-
三
四
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前
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よ
-
築
成
し
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ゐ
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崎
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畑
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右
の

狼
に
て
改
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亦
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崩
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-
.
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土
人
駿
府
し
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寛
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o
今
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声
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･L
.
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ひ
披
声
は
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化
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に
成
る
｡

頗
橋
本
輿
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高
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ず
｡
栗
山
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る
｡
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大
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柱
礎
甚
だ
屠
覇
な
れ
で
も
其
頃
の
家
に
で
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に
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-
し
ビ
見
呼
.
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流
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し
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貸
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す
'
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ふ
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-
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-
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機
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五
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六
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五
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五
月
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､
二
百
十
六
月
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損
､
土
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十
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簡
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内
三
十
箇
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亡
､四
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､
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湯
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リ
粥

ヲ
賜
ヒ
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薯
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人
盲
人
小
屋

入

り
二
宮
九
十
六
人
隣
村
二
盲
四
十
三
人
掲
増
村

閣
廃
村
六
十
入
声
其
内
四
十
九
月
洗
亡
十
九
月
破
壊

酔

表

流
亡
.
官
倉
洗
畠

豊

年
二
匹
洗
死
'
死
者

男
女
十

7
<
ハ
恥
鮎

禦

払
"
謂

れ
岬
鵠

唐
尾
柑
二
十
三
月
其
内
十
九
月
流
u
三
月
破
塊
土
蔵

二
箇
触

高

二
張

官
倉
流
仁
義
莞

三
保
川
衣
東
浦
杯
二

偽
浪

'1
カ
リ
ニ
テ
破
損
ナ
シ

和
田
柑
家

山
戸
流
ij

白
木
小
浦

1
月
破
換
船

1
橋

一
流
亡

別
所
柑
三
戸
流
亡
帥
翌

蛸
酎
詣

謡

㌫

涜

節
四
番

ー

鰐

-
幼

q
O

A

⑳

相
原
柑
十
七
声
二
月
流
u
五
戸
破
蔑
十
月
破
損

腐
柑
其
比
は
関
東
の
漁
猟
繁
昌
し
て
民
家
千
僚
月
あ

-
し
ど
な
-
｡
政
の
年
九
月
家
並
の
印
形
帳
に
八
百
九

十
六
月
ビ
し
る
し
た
-
0
其
外
に
柑
役
人
十
月
他
底
よ

ち
の
筒
層
杯
凡
千
月
は
あ
-
し
な
-
0

贋
相
の
月
数
披
じ
た
る
は
金
-
こ
の
高
狼
に
泰
族
溌

死
し
た
る
も
の
多
き
な
-
.
先
年
池
永
久
五
郎
請
に
贋

相
に
五
六
輩
稚
苗
の
折
か
ら
高
脱
の
菅
か
た
-
出
た
る

に
久
五
郎
衆
に
む
か
ひ
p
其
鼻
に
人
多
-
失
ひ
た
-
5･J

い
へ
>p/J
も
誰
が
免
租
の
死
し
た
-
三
富
ふ
こ
ど
も
未
閉

れ
ば
今
冨
程
の
事
に
て
も
な
か
-
し
な
ら
ん
三
吉
け
れ

ぼ
､
坐
上
に
其
滑
に
溺
死
し
た
る
子
孫
三
人
迄
あ
rJtL

E
ぞ
｡
是

1
葦
に
て
も
多
-
洗
死
せ
L
を
推
知
す

べ
し
｡

以
上
雨
窓
茶
請
を
そ
の
ま
ゝ
紹
介
し
た
の
で
明
か
な

る
如
-
'
蟹
永
四
年
大
地
震
の
輝
に
紀
伊
水
道
に
起
っ

た
津
浪
は
頗
る
烈
し
-
､
田
蓮
町
田
所
武
記
磯
に
奉
げ

た
の
よ
pc,も
温
か
に
大
き
な
損
啓
を
贋
湯
浅
雨
相
に
輿

へ
た
革
質
が
明
か
ど
な
っ
た
O
同
日
の
津
浪
三
回
の
中

舘
二
回
が
最
も
高
か
っ
た
ど
い
ふ
記
事
は
大
に
注
意
す



べ
き
で
､
土
佐
の
方
で
は
第
三
回
が
濃
も
高
か
っ
た
ど

い
ふ
の
ど
趣
を
輿
に
し
て
ゐ
る
.

僻
は
此
の
地
建
が
誇
因
ど
な
っ
て
贋
村
か
ら
九
十
九

里
渚

へ
の
漁
強
に
出
掛
け
る
移
民
の
盛
ん
ど
な
っ
て
'

贋
相
は
薗
浅
村
よ
-
も
月
数
を
減
じ
'
そ
の
代

-
に
銚

子
港
に
於
け
る
笹

油
製
造
業
が
殆
ん
で
全
-
贋

柑
か
ら

の
出
様
人
に
よ
っ
て
藤
屈
し
た
こ
と
は
地
震
国
た
る
日

本
に
於
で
見
る
居
住
地
期
単
の
面
白
い
賓
例
で
あ
る
.

蔦
団
地
理
聾
禽
璃

前
園
地
税
率
骨
議
は
試
問
粗
放
選
聯
骨

主
催
の
下
に
本
年
三
月
二
十
八

日
よ
り
四
月
入
日
ま
で
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
及
カ
イ
ロ
で
悶
他
さ
れ
､
塊

及
ね
初
め
英
､
伊
､
伊
､
白

､
田
､
和
､
紋
､
希
等
の
単
騎
が

出
席
し

i1
､
攻
が
国
か
ら
に
東
大
の
加
藤
教
授
が
統
治
さ
れ
ii｡
王
立
娩
及
地
鎚

拳
骨
は
此
の
骨
議
の
世
話
み
L
L
L｡
攻
及
王
フ
ァ
ド
陛
下
は
開
骨
式
_こ
臨

ま
れ
又
節

f
夜
に
骨
試
長
･,仲
王
宮
に
招
待
L
i
i.

骨
譲
り
班
母
的
仕

事
は
五
郎
に
分
れ
ー
郡
骨
は
午
前
中
_こ
開
か
れ
論
文

が
試

よ
れ
､
討
論
が
符
は
れ
i
i､
叉
特
別
訴
続
け
組
骨
り
席
上
で
許
さ
れ

il
O
ク
ラ
ス
タ
ー
中
佐
_‡
マ
ク
レ
オ
EL･少
佐
に
代
っ
て
甘
鵜
分

一
朗
幽
囚

出
版
に
組
す
る
組
約
に
就
い
て
許

つ
六
｡
,
]り
地
闘
わ
嗣
射
す
ろ
際
隣
接

国
の
各
の

一
部
が

1
同
幅
印
に
入
る
場
食
の
協
力
､
大
都
市
に
於
け
ろ
布

地
図
の
紋
欝
､
鵜
図
り
碍
沓
相
場
が
上
下
で
ろ
摘
め
.1
中
央
局
か
ら
の
資

用
の
分
配
支
持
串
に
不
完
全
な
別
が
あ
る
Fと
や
､
巴
兜
で
嘗
て
定
め
il
J

紀
伊
水
鏡
砕
祝
の
古
記
銀

り
が
輔
足
で
な
い
節
め
に
現
に
春
樹
で
作
り
つ
1

め
る
-
の
り
株
式
が

l

･足
し
て
ゐ
な
い
串
み
指
摘
L
ii
｡
関
し
て
此
¢
事

項
は

一
九
二
八
年
.1
英

図
で
開
鵬
さ
る
ベ
4
J次
の
骨
議
で
決
定
す
る
=
官
に
快
議
gt,れ
il
.
ヅ
㌣

ラ
･
ヲ
ン
シ
エ
ー
ル
に
中
性
紙
の
ア
7
-
カ
発
見
虫
の
研
究
私
的
試
し
､
又

rI
ロ
ン
ア

ス
モ
何
時
に
し
て
且
つ
放
り
利
用
し
il
TJ
倍
せ
ら
れ
る

l
地
囲

み
骨
衆
に
宥
ぜ
ii
｡
サ
ー
･
エ
フ
･ヤ
ン
グ

'1ブ
パ
ン
下
は
租
税
tこ
闘
L
ii

管
越
智
は
記
越
す
ろ

隣

り
魂
_こ
入
り
,
1む
樺
に
絡
め
な
け
れ
ば
な
ら
誓

＼

OJ
や
､
か
-
す
る
11
1‡
地
球
な
変
す
る
=
4.J
み
聾
ぶ
.Ii
よ
っ
て
逮
せ
ら
れ

る
亡
述
べ
ii｡

Tl
レ
-
数
枚
は
小
二
ナ
ダ
ァ
湖
底
の
確
按
暦
の
細
徴
な
顔
徽

鏡
婁
良
き
が
し
て
､
冬
1J
夏
q,J
に
川
端
i1
暦
の
判
る
J
JTJ
私
許
し
iL｡

ビ

ー
｡
ヲ
ヒ
エ
ッ
ロ
肺
は
允
血
塊
及
に
関
す
る
近
年
の
研
究
か

発
光
し
L
i､

師
は
首
石

界
時
代
の
秤
々
り
追
跡
み
発
見
し
樹
液
近
東
方
の
沙
淡
で
ド
ル

メ
ン
式
の
石
か
発
見
し
た
O

ア
>̂
ク
･L
フ

ス
キ
ー
教
授
は
気
象
車
上
の
有

名
な
研
究
特
に
頗
か
い
間
11ニ
過
る

気
組
欝
化
の
周
期
在
決
定
す
る
こ
ぞ
LL

就
い
て
述
べ
ii
O
ヅ
ユ
｡
ヤ
>L
汐
エ
p
-
は
故
エ
フ
･
y
ユ
ヲ
デ
ル
の
発
駅

私
桝

へ
て
シ
ュ
ラ
ー
デ
>̂
の
33
ソ
ニ
ー
山
脈
に
関
す
る
驚
-

べ
rTT,知
払
～J

大
歴
史
他
聞

に
就
い
て
訊

い
た
｡
廿
デ
ィ
ク

･ベ
I
は
シ
ナ
イ
り
地
質
ね

誹
じ
Ji10
デ
マ
ン
ヂ
ェ
サ
ン
は
田

舎
の
居
住
及
其
分
布
に
就
い
て
り
討
論

私
闘
音
数

名
は
之
に
就
い
て
論
じ
i
iO

塊
及
王
立
地
現
幾
骨
は
地
形
拐
型
､
地
底
摸
軸
等
み
陳
列
L
i
iが
蹄
_

地
質
の
色
決
り
布
施
L
i1
ア
ス
y
ン
関
門
の
模
型
は
既
肥
み
博
し
ii｡

巡
班
_̂
塊
及
博
杓
館
ー
ア
ラ

ビ
ア
博
帰
館
､
守
院
股
堂
､
ギ
ザ
及
サ
グ

ガ
ラ
の
33
ヲ
J,[
ヅ
F
､
デ
ル
タ
の
鈷
角
ーこ
み
る
ナ
イ
ル
河
Gl
奨
塊
等
.1
行

は
れ
､
骨
議
級
は
カ
>･
が
緑
地
､
>_
キ

ブー
ル
､
ア
ス
ワ
ン
等
に
旋
行
し

4i｡
カ
イ
ロ
G
l開
期
前
にこ
ア
レ
キ
サ
ン
F
p
ア
で
三
日
間
放
さ
れ
て
博
吻

緒
､
岱
市
カ
ノ
ブ
ス
の
跡
～w

rJJ在
巡
班
L
L
l｡
骨
衆
は
或
は
ナ
イ
ル
の
汽

舶
の
上
で
菜
陀
L
i1
り
33
7フ
"(
･L
F
や
モ
ス
ク
の
共
塔
の
僅
tこ
沈
む
夕
恨

み
賞
で
た
り
L
i1
0
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